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◆アーク矢板ジャケット岸壁の全体図◆アーク矢板ジャケット岸壁の全体図

ジャケット

アーク矢板



◆ジャケット工法の概要◆ジャケット工法の概要

鋼管で組み立てた立体トラス構造物の脚（レグ）に杭を打ち込んで
海底地盤に固定し、杭とレグを溶接またはグラウトで一体化させた
構造です。

杭に被せた格好となることから、上に羽織るという意味で『ジャケッ
ト』と呼ばれます。

下記の設計条件では

・水平荷重が大きい

・水深が深い

・地盤が軟弱

ジャケット工法が有利
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（１）水平剛性が大きい（立体トラス構造）

（２）杭間隔を広げられる（杭本数が少ない）

直杭式

ｼﾞｬｹｯﾄ式

◆ジャケット工法の特長（１）◆ジャケット工法の特長（１）



（３）上部桁（鋼製）の軽量化が容易

（４）プレキャスト版の設置が容易（現場施工の省
力化）

プレキャスト版上部桁

経済性に優れ現地工期の短縮が可能

◆ジャケット工法の特長（２）◆ジャケット工法の特長（２）



◆土留壁を兼用した岸壁へのジャケット工法の適用◆土留壁を兼用した岸壁へのジャケット工法の適用

土留機能を、ジャケットとは別に設ける場合

土留機能を、ジャケットに設ける場合

ジャケット

ジャケット＋アーク矢板

重力式or矢板式



◆アーク矢板ジャケット工法の適用範囲◆アーク矢板ジャケット工法の適用範囲

アーク矢板ジャケットは、上表におけるジャケット式岸壁の一つで、
抗土圧構造物である。



ジャケット式桟橋工法（土留付き）

荷重（土圧）の流れ

鋼矢板（曲げ部材）⇒腹起し（曲げ部材）⇒ジャケットレグ

◆土留機能を持ったジャケット◆土留機能を持ったジャケット

従来の形式



直線型鋼矢板によるアーク状壁体

⇒土留めの腹起が不要

⇒矢板をジャケットのレグで直接支持

構造の基本概念

鋼材量大幅削減による工事費低減

◆アーク矢板付ジャケットの概要◆アーク矢板付ジャケットの概要



◆従来型とアーク矢板の比較（１）◆従来型とアーク矢板の比較（１）

矢板・腹起に曲げ剛性が必要

矢板にはフープテンションに抵抗できる
だけの板厚があればよい

矢板・腹起断面 大

矢板断面 極小

従来型＝

アーク＝

従来型 アーク矢板



従来型土留め付きジャケット アーク矢板土留め付きジャケット

鋼矢板

腹起

ジャケット

アーク矢板

（１）直線形鋼矢板を引張状態で使用

（２）直線形鋼矢板によるアーク状壁体

爪嵌合部からの漏水がなく
遮水性が高い

腹起不要
建設費低減・現地工事期間短縮

◆従来型とアーク矢板の比較（２）◆従来型とアーク矢板の比較（２）

ジャケット



◆直線形矢板の断面◆直線形矢板の断面

w t １枚あたり質量

mm mm kg/m

FL 500 9.5 61.7

FXL 500 12.7 77.2

型式



◆アーク矢板の配置例とジャケットとの取合◆アーク矢板の配置例とジャケットとの取合

詳細図



◆アーク矢板とジャケットの取合◆アーク矢板とジャケットの取合
（１）（１）

バイブロハンマ打設



◆アーク矢板とジャケットの取合（２）◆アーク矢板とジャケットの取合（２）

土中部 海中部

ラフタークレーンにてΦ40.5の

ロッドを吊り下げ、ロッドからモル
タルを噴射し、土を固化する。

ナイロン製袋をロッドに被せ、
ロッドを引き抜きながら、ナイロン
製袋の中にモルタルを注入
（鋼管矢板の継手処理と同様）

ロッド

グラウトジャケットによる
グラウト施工例

http://www.pa.kt
r.mlit.go.jp/hane
da/haneda/haned
a_saikaku/joukyo
u/diary/pdf/08081
4.pdf より



◆アーク矢板ジャケットの模型水中振動台実験◆アーク矢板ジャケットの模型水中振動台実験







アーク矢板ジャケットは鋼管矢板ジャケットと同等の耐震性を保有



◆アーク矢板土留付ジャケットの施工（１）◆アーク矢板土留付ジャケットの施工（１）

① 仮受け杭打設工 ② ジャケット据付工 ③ 本杭打設工

グラウト工（レグ内）

⑤ アーク矢板用

陸側導材設置工

④ 床版工



◆アーク矢板土留付ジャケットの施工（２）◆アーク矢板土留付ジャケットの施工（２）

⑧ 裏込め工

⑦ グラウト工

（矢板－ジャケット間）

⑨ 上部工⑩ 完成

⑥ アーク矢板打設工



◆アーク矢板と従来型の工事金額比較◆アーク矢板と従来型の工事金額比較

W.L.±0.00

+4.00

-39.35

-8.40

3000 11000

15000

鋼管杭　φ1700×17　(SKK400)

鋼管杭　φ1900×21　(SKK490)

鋼管杭　φ1900×19　(SKK400)

レグ　φ2000×14　(SKK400)

レグ　φ1900×13　(SKK400)

ﾌﾞﾚｰｽ　φ1200×16　(STK490)

ﾌﾞﾚｰｽ　φ500×9　(STK400)

上部桁　BH-800×350×13×22　(SM490)

-5.00

RC床版（t=400mm)，舗装(t=100mm)

粘性土　γ=18.80kN/m ，γ'=9.00kN/m ，N=45
3

砂質土　γ=18.80kN/m ，γ'=9.00kN/m ，φ=35°，N=10
3

-30.00

-15.60（設計水深）

-30.00

-15.00（計画水深）

3

3

-13.00

-36.65

-26.00

裏込石

1:1.2

W.L.±0.00

+4.00

16000

-40.20

-26.50

-8.40

3000 11000

15000

鋼管矢板　φ800×12　(SKY490)

鋼管杭　φ1700×17　(SKK400)

鋼管杭　φ1900×22　(SKK490)

鋼管杭　φ1900×19　(SKK400)

レグ　φ2000×14　(SKK400)

レグ　φ1900×13　(SKK400)

ﾌﾞﾚｰｽ　φ1200×18　(STK490)

ﾌﾞﾚｰｽ　φ500×9　(STK490)

上部桁　BH-800×350×16×22　(SM490)

-5.00

RC床版（t=400mm)，舗装(t=100mm)

粘性土　γ=18.80kN/m ，γ'=9.00kN/m ，N=45
3

砂質土　γ=18.80kN/m ，γ'=9.00kN/m ，φ=35°，N=10
3

-30.00

-15.60（設計水深）

-30.00

-15.00（計画水深）

3

3

-13.00

-36.65

-26.00

裏込石

1:1.2

直接工事費
百万円／ｍ

アーク矢板土留め付きジャケット式護岸 鋼管矢板土留め付きジャケット式護岸

基礎工（杭工） 2.0 1.9

ジャケット本体工 4.2 4.7

床版・上部工 0.3 0.3

土留め工 1.1 2.0

裏込め工 2.0 1.9

合計 9.5 10.9

比率 1.00 1.14

アーク矢板 鋼管矢板



NETIS登録済み


